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日本赤十字九州国際看護大学紀要 第 10 号によせて 
 
日本赤十字九州国際看護大学 
学 長  喜 多  悦 子 
 
11 月 10 日が世界科学デーというのは、あまり知られていないが、2011 年のこの日、
世界の国や地域の科学政策の動向をまとめた「UNESCO Science Report 2011」が発行
された。1993 年創刊以来、5 号となる今回は 5 年ぶりの刊行である。 
 












その中国は、日本の 10 倍の人口とはいえ、2007 年時の研究者数 142 万 3400 人は日本
の約 2 倍、EU やアメリカに迫っており、研究開発費の総額はまだ日本には劣るものの
2002 年から 2.5 倍（＄1024 億＝8 兆円強）に増えているそうだ。その所為もあろうが、
2006 年時でさえ、論文発表数は英国を抜き、アメリカに次ぐ世界第 2 位という。 
 
本学日本赤十字九州国際看護大学紀要の論文は、数においてどれほども貢献できない
かもしれないが、21 世紀に必須の学問、人道科学としての看護学として、さらに混沌
とする世界の中で人々の安心と安全を保障する保健分野の柱としての看護における質
の向上にむけて、さらに世界レベルを目指して努力したい。 
 
UNESCO の報告書では、社会的経済的発展のために、科学が重要だとの認識をもつ政府
が世界的に増え、R&D に関する資金は増え続けている、そのことには勇気付けられる
としている。私たちが置かれている環境とは大いに異なるが、萎縮していてもはじま
らない。格調高く、政府にも提言できる evidence-based の成果とともに、将来を見据
えた論文をも目指して、本学の若き俊英が研鑽して欲しいと願う。 
